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18
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第28巻　てつだいを　させました
　　つぎ　　　　ぷん　　　　れい　　　　　　　　　　　　　　し　えき　　　　ぷん　　　　　い
②次の文を例の　ように使役の　文に言いかえなさい。
　　　　せんせい　　　　がくせい　　　　　しゆくだい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
匝］：先生は　学生に　「宿題をやりなさい。Jと　言いました。
　　　　　　せんせい　　　　がくせい　　　　しゆくだい
　　　→先生は　学生に　宿題を　やらせました。
　　　せんせい　　　　　がくせい　　　　　　　ほん　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
　1．先生は　学生に　「本を　読みなさい。Jと　言いました。
　　　→
　2．莞茎は　㌢星に　「もう竺度　言いなさい。コと　言いました。
　　　→
　　　せんせい　　　がくせい　　　　　さくぷん　　　　か　　　　　　　　　　　　　い
　3．先生は　学生に　「作文を　書きなさい。コと　言いました。
　　　→
　　　せんせい　　　　がくせい　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　い
　4．先生は　学生に　「テープを　聞きなさい。1と　言いました。
　　　→
せんせい　　　　がくせい　　　　 　いbくだい　　　　だ　　　　　　　　　　　　　　い
　5．先生は　学生に　「宿題を　出しなさい。1と　言いました。
　　　→
　　　せんせい　　　　がくせい　　　　　しつもん　　　　こた　　　　　　　　　　　　　　い
　6．先生は　学生に　「質問に　答えなさい。Jと　言いました。
　　　→
　　　せんせい　　　　がくせい　　　　　ほん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
　7．先生は　学生に　「本を　とじなさい。Jと　言いました。
　　　→
　　　せんせい　　　　がくせい　　　　　か　　　と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
　8．先生は　学生に　「書き取りを　しなさい。1と　言いました。
　　　→
　　　ちぢ　　　　あき　お　　　　　　しゃしん　　　　うつ　　　　　　　　　　　　　　　い
　9．父は　明夫に　「写真を　写しなさいuと　言いました。
　　　→
　　　い　しゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　くすり　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　い
　10．医者は　わたしに　「薬を　飲みなさい。Jと　言いました。
　　　→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19
　　れい　　　　　　　　　　　　　つぎ　　　　ぷん　　　　　し　えき　　　　　し　えきうけ　み　　　　　ぷん　　　　　い
③例の　ように次の文を使役と使役受身の文に言いかえなさい。
　　　　　　　　　た　　　　　　　　　　　　せんせい
匝］：わたしは立ちました。（先生）
　　　　　　せんせい　　　　　　　　　　　　　　　　た
　　　→先生は　わたしを　立たせました。
　　　　　　　　　　せばどい　　　た　　　　　　　た
　　　→わたしは　先生に　立たせられ（立たされ）ました。
　　　けい　こ　　　　　かいもの　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　はは
　1．恵子は　買物に　行きました。（母）
　　　→
　　　→
　　　　　　　　しんぱい
　2．みんなは　心配しました。（おばあさん）
　　　→
　　　→
　　　おとうと　　　　な　　　　　　　　　　　　　あに
　3．弟は泣きました。（兄）
　　　→
　　　→
　　　けい　こ　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　　まさ　お
　4．恵子は　待ちました。（正男）
　　　→
　　　→
　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なか　　　　　あそ　　　　　　　　　　　　　　　　かあ
　5．子どもは　うちの　中で遊びました。（お母さん）
　　　→
　　　→
　　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　ね　　　　　　　　　　　とう
　6．子どもは　はやく　寝ました。（お父さん）
　　　→
　　　→
20
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第28巻　てつだいを　させました
　　　　　　　　　　　　　　どう　し　　　　　　し　えき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
④　　　　　　に　（　　）の動詞を　使役の　かたちに　して　入れなさい。
　もうすぐ　薪挙が　来ます。薪箪を　蓮えるために　いろいろな　ことを　し
　　　　　　　　　　　　いえ　　　　なか
なければ　なりません。家の　中を　きれいに　そうじしなければ　ならないし
しんねん　　　　　　　　　　　　　　　　つく
新年の　ごちそうも　作らなければ　なりません。たいへん　いそがしいです。
ちぢ　　　　はは
父と　母は　わたしたちに　いろいろな　ことを　　　　　　　　ます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　つだ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．手伝う）
たとえば　菱は　覧を　いっしょに　賀楊に　　　　　　　　　　て、泌曇な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．行く）
　　　　　　　　　　　　　　ちぢ　　　あに　　　　か
ものを　　　　　　ます。父は兄に買ったものを　　　　　　たり
　　　　　　　　　か　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
　　　　　（3．買り）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4．持つ）
くるま　　　　うんてん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はは　　　　　　　　　　　　　　へ　や
車の　運転を　　　　　　　　たり　します。母は　わたしに　部屋を
　　　　　　　　（5．する）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はは　　　　　あね　　　　　　たり　ガラスまどを　　　　　　　　たり　します。母は　姉に
（6．はく）　　　　　　　　　　　　（7．みがく）
りょう　り　　　　　ざいりょう
料理の　材料を　　　　　　　たり　　　　　　　　たり
　　　　　　　　　（8・あらう）　　　　　　　（9．窃る）　　　　　（10・ゆでる）
　　　　　　　　　　りょう　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いもうと　　　　　　はな
　　　たり　して、料理を　　　　　　　　ます。妹には　花を
　　　　　　　　　　　　　　　（11．つくる）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12．
　　　　　　　　しんねん　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　　　　　リヱうしん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あたら
　　　　ます。新年の　はじめの　日には、両親は　わたしたちに　新しい　ふ
かざる）
くを　　　　　　。
　　　　　　　き　　（13．着る）
ちぢ　　　　　　　　ひ　　　　さけ　　　　の
父は　その日　お酒を　飲みますが、わたしたちには　　　　　　　ません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　 　　　（14．飲む）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21
　　　　　　　　　　　み　　　　つぎ　　　　と　　　　　　こた
⑤　ビデオ・テープを　見て　次の　問いに　答えなさい。
　　　けい　こ　　　　　りょうしん　　　　あき　お
　1．恵子の　両親は　明夫には　どんな　ことを　させましたか。
　　　1）
　　　2）
　　　3）
　　　けい　こ
　2．恵子には　どんな　ことを　させましたか。
　　　1）
　　　2）
　　　まさお
　3．正男には　どんな　ことを　して　もらいましたか。
　　　1）
　　　2）
　4．みんなは　おばあさんに　どんな　ことを　させられましたか。
　　　1）
　　　　　　　　　とう　　　　　　　　　　　かあ
　5．あなたは　お父さんや　お母さんに　どんな　ことを　させられますか。
　　　　　　　　　とう　　　　　　　　　　かあ
　6．あなたは　お父さんや　お母さんに　どんな　ことをしてもらいますか。
　　　せんせい　　　　がくせい
　7．先生は　学生に　どんな　ことを　させますか。
　　　　　　　　せんせい
　8．あなたは　先生に　どんな　ことを　して　もらいますか。
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0　そんけいの　いいかた
　1．　「お～になる」
　　　はやしせんせい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はやしせんせい
　　　林先生がかえります。→林先生がおかえりに　なります。
　2．「～れる／られる」
　　　おがわせんせい　　　　　　　　　　　　　　おがわせんせい
　　　小川先生が　きます。→小川先生が　こられます。
　　　　　た　3．その他の　きまった　かたち
　　　「いる」「いく」「くる」→「いらっしゃる」
　　　「する」→「なさる」
　　　「たべる」→「めしあがる」
②けんそんのいいかた
　1．「お～する」
　　　かばんを　もちます。→かばんを　おもちします。
　　　　　た　2．その他の　きまった　かたち
　　　「もらう」・「たべる」→「いただく」
　　　「する」→「いたす」
　　　※「～ている」→「～ておる」　（ていねいな　いいかた）
　　あい　て　　がわ
③相手（側）のかぞくの　よびかた
　　ちぢ　　　　　　　とう　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ　ふ
　　父→お父さん　　　　　祖父→おじいさん
　　はは　　　　　　　　かあ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ　ぼ
　　母→お母さん　　　　　祖母→おばあさん
　　あに　　　　　　　にい
　　兄→お兄さん　　　　おじ→おじさん
　　あね　　　　　　　ねえ
　　姉→お姉さん　　　　　おば→おばさん
　　おとうと　　　おロと　　　　　　　　　　　　　　　　　　むすこ　　　　　ぽ　　　　　　　　　　　むすこ
　　弟→弟さん　　　　　息子→坊っちゃん（息子さん）
　　いもうと　　　　いもうと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むすめ
　　妹→妹さん　　　　　娘　→おじょうさん
24
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第29巻　よくいらっしゃいました
④　「お～になる」
　　　　　　　　　はやしせんせい
匹］：かえります→林先生がおかえりに　なります。
　　　か　1．書きます→
　　　よ　2．読みます→
　3．はなします→
　4．かんがえます→
　5．たずねます→
⑤　「～れる／られる」
　　　　　　　はやしせんせい
囮：きます→林先生が　こられます。
　　　ある　　　　　　　　　はやしせんせい　　　　ある
　　　歩きます→林先生が　歩かれます。
　　　か　1．書きます→
　　　よ
　2．読みます→
　3．はなします→
　4．かります→
　5．たずねます→
⑥きまったいいかた
　　　　　　　はやしせんせい
匝：します→林先生が　なさいます。
　1．います→
　2．いきます→
　3．きます→
　4．たべます→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25
⑦　「お～する」
匝1］：もちます→わたしが　おもちします。
　　　か　1．書きます→
　　　よ　2．読みます→
　3．はなします→
　4．かります→
　5．たずねます→
⑧きまったいいかた
匝］：います→わたしが　おります。
　1．もらいます→
　2．たべます→
　3．します→
◎　かぞくの　よびかた
　　　　　とう　　　　　　　　　　　げん　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちぢ　　　　げん　き
匝：「お父さんは　お元気ですか？」「はい、父は　元気です。」
　　　　かあ
　1．お母さん→「はい、
　　　　にい
　2．お兄さん→「はい、
　3．おばあさん→「はい、
　　　　ねえ
　4．お姉さん→「はい、
　　　おとうと
　5．弟さん→「はい、
　6．おじいさん→「はい、
　　　いもうと
　7．妹さん→「はい、
　8．おじさん→「はい、
　　　　じよう
　9．お嬢さん→「はい、
26
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第29巻　よくいらっしゃいました
⑩　「お～になる」と「きまった　いいかた」
　　　　　　　　　うんぷん　　　　　　　　　　　　か
㊥：「この論文は、だれが書きましたか？」
　　　　　　　はやしせんせい　　　　　　　か
　　　　→「林先生が　お書きに　なりました。」
　　　　　　　くろま
　1．「この　車には、だれが　のりますか？」
　　　　　はやしせんせい
　　　「林先生が、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。」
　　　　　　　　きよう　と　　　　　　　　　　　　　い
　2．「あした、京都へ　だれが行きますか？」
　　　　おがわせんせい
　　　「小川先生が、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。」
　3．「この　ケーキは、だれが　たべますか？」
　　　　　やま　だ　　　　　　　　　　　かあ
　　　「山田さんの　お母さんが、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。」
　　　　　　　　ちや　　　　　　　　　　　　　　　　　　か
　4．「あの　茶わんは、だれが　買いましたか？」
　　　　た　なか
　　　「田中さんが、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。」
　　　　　な　ら　　　　　だいがく
　5．「奈良の　大学には、だれが　いますか？」
　　　　き　むらきょうじゅ
　　　「木村教授が、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。」
0　「お～する」と「きまった　いいかた」
匝］：「だれか、この　かばんを　もって　ください。」
　　　　→「わたしが　おもちします。」
　　　　　　　　　　　　さら　1．「だれか、あの　お皿を　とって　ください。」
　　　「わたしが、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。」
　　　　　　　　　　　ほん　2．「だれが、この　本を　かえしますか？」
　　　「わたしが、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。」
　　　　　　　　　　　　かいしや　3．「あした、だれが会社に　いますか？」
　　　「わたしが、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。」
　4．「だれが、この　ケーキを　たべましたか？」
　　　「わたしが、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27
⑫まちがいをなおしましょう。
　　　　　はは　　　　　　　　　　　　　　　　　す　　　　　　　　　　す
囮：「母は　とうふがお好きよ。→好き」
　　　　ぱやしせんせい
　1．「林先生は　いますか。→　　　　　　　　　」
　　　　　はやしせんせい　　　　　と　しよかん
　　　　「林先生は、図書館へ　いきました。
　　　　→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　　　　すぐ、おかえりします。→　　　　　　　　　　　　　」
　　　「そうですか。じゃあ、ここでおまちに　なります。
　　　　→　　　　　　　　　　　　　　　　」
　　　　　とう　　　　　　　　げん　き
　2．「お父さんは、元気ですか？→　　　　　　　」
　　　　　　　　　とう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げん　き
　　　　「はい、お父さんは　→　　　　お元気で、→
　　　　まいにち　　かいしゃ
　　　　毎日　会社へ　いらっしゃいます。→　　　　　　」
　　　　　かあ
　3．「お母さんは、どこに　いますか？→　　　　　　　　　　」
　　　　　　かあ
　　　　「お母さんは　→
　　　　　とうきよう
　　　　東京に　いらっしゃいます。→　　　　　　　　　」
　　　　せんせい　　　　なつやす
　4．「先生は、夏休みに　どこへ　いきましたか？→　　　　　　　　　」
　　　　　　　　　　な　ら
　　　　「わたしは、奈良へ　いらっしゃいました。→　　　　　　　　」
　　　　な　ら　　　　　なに
　　　「奈良で、何を　しましたか？→　　　　　　　　　」
　　　　　　てら
　　　　「お寺の　しゃしんを、たくさん　おとりしました。
　　　　→　　　　　　　　　　　　　　　」
　　　　つめ　　　　　　　　　ちゃ
　5．「冷たい　お茶を　いただけませんか？」
　　　　「はい、すぐ　おもちになります。→　　　　　　　　　」
　　　　　かあ　　　　　　　なに
　6．「お母さん、何を　いただきますか。→　　　　　　　　　　」
　　　　「ゆどうふを　めしあがります。→　　　　　　　　　　」
　　　　　　　　　　す　　　「ゆどうふが　好きなんですか。→　　　　　　」
　　　　　　　　　す　　　　「ええ、お好きですよ。→　　　　　」
　　　　　　　ちゃ
　7．「この茶わんを　みせてください。」
　　　　「はい。どうぞみてください。→　　　　　　　　　　」
28
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第29巻　よくいらっしゃいました
　　かい　わ　　　　　　れんしゆう
●会話の練習を　しましょう。
　1．つぎの　兎薗を　みて、みちを　きいたり、おしえたり　しましょう。
　　A．「ちょっと　うかがいますが、～へは、
　　　　どういったら　いいのでしょうか。」
　　　　　　　　　　　みぎ　　ひだり
　　B．「～でしたら、〔右、左〕にまがって、
　　　　　　　　　　　　みち　　　　　　　　　　　　ひがし　　にし　　みなみ　　きた
　　　　〔まっすぐいく、道をわたる、東・西・南・北にいく〕と、すぐ
　　　　　みぎ　　ひだり　　まえ
　　　　〔右、左、前〕に　あります。」
　　A．「そうですか。どうも　ありがとう　ございました。」
　　　　趣林：1
　　　　艦藷
　　　　pa　eniコ　E「十
　2．かいものを　しましょう。
　　A．「すみません。」
　　B．「いらっしゃいませ。」
　　A．「～を　みせてください。」
　　B．「かしこまりました。……おまたせしました。どうぞごらんください。」
　　A．「これは　おいくらですか？」
　　　　　　えん　　B．「～円です。」
　　A．「これと、これを　つつんで　ください。」
　　　　　　　　　　　えん　　B．「はい。……～円いただきます。」
　　A．「はい。」（おかねを　わたす。）
　　B．　「ありがとう　ございました。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29
　3．おきゃくに　なって、ともだちの　うちへいきましょう。
　　A．「こんにちは。（ごめんください。）」
　　B．「いらっしゃいませ。」
　　A．「ごぶさたしております。」
　　B．「よく　いらっしゃいました。おつかれじゃ　ありませんか？」
　　A．　「いいえ。」
　　B．「どうぞ　こちらへ……。ごゆっくり。〔コーヒー／ケーキ〕と
　　　〔こうちゃ／クッキー〕と、どちらを　めしあがりますか？」
　　　　　　ロ　　なに　　　　　　　　　　　　　　　　　なに　　　　す　　　　　　　　　　　なに　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　　　　→何になさいますか／何がお好きですか／何にいたしましょっか
　　A．「～を　いただきます。」
　　　　　　　　ま　　B．「……お待たせしました。……さあ、どうぞ。」
　　A．「いただきます。（……おいしいですね。）」
　　　　　　　　とう　　　　　　　　　　かあ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げん　き
　　B．「〔お父さん、お母さん……〕は、お元気ですか？」
　　　　　　　ちぢ　　はは
　　A．　「〔父、母……〕は・・…」
　　↓
　　　　　　　　にち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び　　　　　　　　　　　　　　い
　　B．「〔～日に、こんどの～よう日に〕～と、～へ行くんですが、
　　　　よかったら、いっしょに　いらっしゃいませんか？」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　A．「〔ええ、いかせて　いただきます／その日は　ちょっと……〕」
　　　　　　　　　　　じ　　B．「〔じゃ、～時に　～で　……／ああ、そうですか・・…・。〕」
　　↓
　　　　　　　　　　　　　　　じ　かん　　A．「ああ、もう　こんな　時間ですね。じゃ、そろそろ　しつれいします。」
　　B．「そうですか。また　いらっしゃって　ください。」
　　　　　　　　　　　　　　　　たの　　A．「（ごちそうさまでした。楽しかったです。）ありがとう　ございました。
　　　　さようなら。」
　　B．　「さようなら。」
30
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ丸ぞれだれの　せ切3品’しsうが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31
●　そんけいの　いいかた（きまった　かたち）
㊥：「いる」「いく」「くる」→「いらっしゃる」
　1．「いく」「くる」→
　2．「たべる」→
　　3．　「v、う」→
　4．「みる」→
　5．「する」→
　6．「くれる」→
②けんじようの　いいかた（きまったカ・たち）
匝⊆］：「もらう」→「いただく」
　1．「いく」「くる」→
　2．「たべる」→
　3．　「v、う」→
　4．「たずねる」→
　5．「みる」→
　6．「する」→
③そんけいのいいかた「お～になる」、1ナんじようのいいかた「お～する」
囮：もつ→おもちになる、おもちする
　1．よぶ
　2．みせる
　3．わたす
④　「ご」を　つけなさい。
匝］：いけん→　：“いけん
　1．しょうかい
　2．つごつ
　3．けんきゅう
32
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第30巻　せんせいをおたずねします
　　つぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
⑤次の　ことばを、そんけいの　言いかたに　しなさい。
　　しら　　　　　　　　　きむらせんせい　　　　　しら　　　　　　　　　　　　　　　　　しら
A　調べます→木村先生が　お調べに　なります。／調べられます。
　　　　はな
　1．話します→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　つく
　2．作ります→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　ま
　3．待ちます→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　か
　4．買います→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　かえ
　5．帰ります→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
　6．よろこびます→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　おし
　7．教えます→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　やす
　8．休みます→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　しょうかい　　　　　　　きむらせんせい　　　　しょうかい
B　紹介する→木村先生が　紹介なさいます。
　　　み
　1．見ます→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　い
　2．行きます→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　い
　3．言います→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　た
　4．食べます→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　けんきゆう
　5．研究します→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
　6．います→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　き
　7．来ます→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
　8．テニスをします　→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
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　　つぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　かた
⑥次の　ことばをけんじょうの言い方に　しなさい。
　　　　しら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しら
　A調べます→わたしが　お調べします。／いたします。
　　　　も
　　1．持ちます→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　2．はこびます→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　3．はらいます→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　4．さがします→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　5．たのみます　→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　6．ことわります→　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　7．かえります→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　　　あ　　8．開けます→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　9．よびます→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　Bきく→うかがいます。
　　　　ほん　　　　　み
　　1．本を　見ます→　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　　　　じ　　　　　き
　　2．3時に　来ます→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　　　い　けん
　　3．意見を　ききます→　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　　　おがわ
　　4．小川と　いいます　→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　　　　　　　　　た　　5．おすしを　食べます→　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　　　せんせい　　　　　　たく　　　　でんわ
　　6．先生の　お宅へ電話します→　　　　　　　　　　　　　　。
　　　　せんせい　　　　　　たく　　　　い
　　7．先生の　お宅へ行きます→　　　　　　　　　　　　　　　。
　　　　おがわ　　8．小川くんを　しょうかいします→　　　　　　　　　　　　　。
34
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第30巻せんせいをおたずねします
　　　　　　　　　　　　　　い⑦ 　　に、けいごを　入れなさい。
　　しゃ　　ちょう　　　　　　　　　　　　　　こんしゅう　　　　どようび　　　　かいしゃ　　　　き
1．社長：　　　　　今週の土曜日も、会社へ来ますか。
か　　　　らよ1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とf　よう　び’
　　課長：　　　　　はい、土曜日も　　　　　　　　　　　　。
2．苗箪きょうじゅ：　　苗由きょうじゅは、　もう、　この　手羅を　読み
　　　　　　　　　　　　ましたか。
　　がく　　せい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　学生：　　　　　　はい、もっ、　　　　　　　　　　　　　　。
　　がく　　せい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おし
3．学生：　　　　　　すみません。この　もんだいを　教えて　ください。
　　　　　せんせい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　かん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんせい
　　すずき先生：　　　　わたしは　時間が　ないので、　たかはし先生に
　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　聞いて　ください。
　　がく　　せい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんせい
　　学生：　　　　　　わかりました。たかはし先生に　　　　　　　。
4．よしださん：　　　　もしもし、　よしだですが、　こしゅじん、　いら
　　　　　　　　　　　　っしゃいますか。
　　　かわ　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いま
　　川井さんのおくさん：すみません。今、　　　　　　　　　　　。
　　よしださん：　　　　そうですか。　あしたは、　いらっしゃいますか。
　　かわい
　　川井さんのおくさん：はい。　あしたは、　　　　　　　　　　　　。
　　せん　　せい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゃしん　　　　　　　　　　み
5．先生：　　　　　　ああ、　あのかわらの写真を　もう　見たんで
　　　　　　　　　　　　すか。
　　　がく　　せい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんせい
　　学生：　　　　　　ええ。　先生も　もう　　　　　　　んですね。
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6．きょうじゅ：　琴1日は、わたしが　ごちそうします。どうぞ、毒きなものを
　　　　　　　　　ちゅうもんして　ください。
　　箪星：　　　ありがとうございます。
　　　　　　　　　わたしは、ステーキを　　　　　　　　　。
　　　　　　　　　　　　　　　　なに　　　　　　　　　きょうじゅは何を　　　　　　　。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た　　きょうじゅ：　わたしも、ステーキを　食べます。
7．きょうじゅ：　ならじだいの　かわらの鷺貰を、見ても　いいですよ。
　　がく　　せい
　　学生：　　　ありがとうございます。では　すぐ　　　　　　　　。
　　がく　　せい　　　　　　　　せんせい　　　　　　　　　　　　　　　　　　なに
8．学生：　　先生は　おひまなとき　何を　　　　　　　　。
　　せん　　せい
　　先生：　　そうですね。やきゅうを　しています。あなたは？
　　がく　　せい
　　学生：　　　わたしは　ジョギングを　　　　　　　　。
9．たなかさん：　おひさしぶりですね。
　　やまださん：　ええ。しゃちょうがあなたに　よろしくと　　　　　　。
　　たなかさん：　ああ、そうですか。らいしゅう　萎柱へ　　　　　　　と
　　　　　　　　　おつたえ　ください。
10．すずきさん：　年を　とったので、薪簡が読みにくくなりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　すみませんが、読んで　くださいませんか。
　　よしださん：　ええ、いいですよ。　　　　　　　　　　　。
36
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第30巻せんせいをおたずねします
　　　　　　　　　か⑧れいのように書きなさい。
匝］：龍を見る→もしよかったら、躾を見させていただけません
　　　　　　　　　　互・
　　　　じ　　　　　かえ
1．3時に　帰る　→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　　　　　あ
2．まどを　開ける　→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　　しゃ　　ちょう　　　　　あ
3．社長に会う　→　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　えい　ご　　　　　はな
4．英語で話す→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
5。いっしょに紬へkく→　　　　　　　　　。
6．きょうじゅの　レポートを　読む→　　　　　　　　　　　　　。
7．この　レストランの　おかんじょうを　はらう　→　　　　　　　　。
　　らいしゆう　　　　げつよう　ぴ　　　やす
8．来週の　月曜日、休む→　　　　　　　　　　　　　　　　。
9．かわらについて　しつもんする　→　　　　　　　　　　　　　　　。
10．いけんを　いう　→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
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　　　　　　　　　　　　　　　どう　し
　　　　　　　　　　　　　動詞の　れんしゅう
　っぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　てきとう　　　　かたち　　　　　　　　　　　　　か
　次の　　　に　「読む」を　適当な　形に　かえて　書きなさい。
　　　　　　　まいにち　　しんぷん
1．わたしは　毎日　新聞を　　　　　ます。
2．歯善かんへ薪簡を　　　　に　行きました。
　　ちぢ　　　　　いま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほん
3．父は　今　となりのへやで本を　　　　　います。
　　　　　　ぷん4．つぎの　文を　　　　、あとの　しつもんに　こたえなさい。
　　　　　　　ほん
5．もう　この本は　　　　　しまいました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いち　と　　　　　　　ほん
6．あした　しけんが．ありますから、もう一度　この本を　　　　　おき
　　ましょう。
7．この　レポートは　まだ　　　　　ありません。
　　　　　　　　　　ほん8．いつも　どんな　本を　　　　のですか。
　　　　　ほん
9．この本は　おもしろいですよ。　あなたも　　　　ませんか。
　　　　　　　　　　　　に　ほん　こ　　　　　　て　がみ
10、すみません。この　日本語の　手紙を　　　　　ください。
11．あなたが　けさ　　　　　薪簡は　どれですか。
　　まえ　　　　　　　　　　ほん
12．前に　この　本を　　　　　ことが　あります。
　　ときどき　　あさ　　　　　　　　　　　　　　　　　いちにちじゆう　　ほん
13．時々、朝から　ばんまで一日中　本を　　　　　ことが　あります。
　　　　　ほん14．この　本は、しゅくだいがおわってから　　　　　ことに　します。
　　にちようぴ　　　　　　　　　　　　　み　　　　　ほん
15．日曜日は、テレビを　見たり　本を　　　　りします。
　　　かん　じ　　　　　　ご　じゆう
16．漢字は、五十ぐらい　　　　　ことができます。
17．わたしは、ひらがなは　ぜんぶ　　　　ますが、カタカナは
38
　　ません。
18．ひらがなで　書いてある筆は　　　　にくいです。
　　ほん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め　　　　　わる
19．本を　　　　すぎて　目が悪くなりました。
　　　　　　　　　　　　いち　ど
20．おもしろいかどうか、一度　　　　　みてください。
　　なつやす　　　　　　　　　　　　　　　　す　　　　ほん
21．夏休みは、ゆっくり　好きな本が　　　　たいです。
　　やまだ　　　　　　　　　　　　　　ほん
22．山田さんも　あの　本を　　　　たがっています。
　　なつやす　　　　　　ほん　　　　　ご
23．夏休みは、本を　五さつぐらい　　　　　つもりです。
24．これから　薪簡を　　　　　ところです。
　　やす　　　　　　ひ　　　　　　えいこ　　　　しょうせつ　　　　　　　　　　　　　　　　おも
25．休みの　日には　英語の　小説を　　　　と　思って　います。
　　　　　　いま　　しんぷん
26．たった　今新聞を　　　　　ところです。
　　　　　しんぷん
27．その　新聞は　　　　　ばかりです。
　　いま　　　　　　　　　　　　　　　て　がみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま
28．今から　この　手紙を　　　　から、ちょっと　待って　ください。
　　なん　と　　　　　なん　ど　　　　　ほん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷん
29．何度も　何度も　本を　　　　ので、文を　ぜんぶ　おぼえて　しまい
　　ました。
　　　　　　　て　がみ
30．あなたの手紙を　　　　、びっくりしました。
　　とも　　　　　　　　はなし　　　　　　　　　　　　　　ひと　　　　まいしゆう　　えい　ご　　　　　ほん　　　　さん
31．友だちの　話によると　あの人は　毎週英語の　本を　三さつも
　　　　　　そうです。
32．これは　　　　も　　　　なくても　いいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　なん　ど33．テストの　ときは、もんだいを　何度も　　　　なければ　なりません。
　　　　　てがみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いま
34．この　手紙は　たいせつですから、今すぐ　　　　　ほうがいいですよ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　39
35．薪簡を　　　　　箭に、しゅくだいを　して　しまいなさい。
　　　　に　ほんご　　　　　ほん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あたま
36．日本語の　本を　　　　と、いつも　頭が　いたくなります。
　　　　　ほん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　ほん
37．この　本を　　　　ば、日本の　ことが　よく　わかります。
　　　　　ほん
38．その　本を　　　　だら、わたしに　かして　ください。
　　　　　　　　　　　ほん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほん
39．コンピューターの　本を　　　　なら、この　本が　わかりやすくて
　　いいですよ。
　　　　　ほん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なん　ど
40．この　本は　むずかしくて　何度　　　　でも、わかりません。
41．さっき　　　　のに、もう　わすれて　しまいました。
　　　　　　　はは
42．わたしは　母に　にっきを　　　　　ました。
　　　　　しょうせつ　　　　せかい　　　　　　　　　　ひと
43．この小説は世界じゅうの　人に　　　　ています。
　　はやし　　　　　　　　　ほん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うんどう
44．林さんは　本も　たくさん　　　　し、運動も　よくするし、ほんとう
　　　　　　　がくせい
　　に　いい　学生です。
　　　　　　　あに　　　　　　　　　　　　　ご　　　　　　て　がみ
45．わたしは　兄に　ドイツ語の　手紙を　　　　　もらいました。
　　せんせい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんぷん　　　　はなし
46．先生がわたしたちに　おもしろい新聞の話を　　　　　ください
　　ました。
　　　　　　　　いもうと　　　　　え　ほん
47．わたしは　妹に　絵本を　　　　　やりました。
　　せんせい　　　　がくせい　　　　ほん
48．先生は　学生に　本を　　　　ました。
　　がくせい　　　　せんせい　　　　なん　ど　　　　　なん　ど　　　　　ほん
49．学生は　先生に　何度も　何度も　本を　　　　　ました。
　　せんせい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほん
50．先生は　いつも　どんな　本を　お　　　に　なりますか。
　　せんせい　　　　がくせい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほん　　　　　　　　　　　　　ほん
51．先生が　学生の　とき　　　　　本は　どんな　本ですか。
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